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職場における死亡災害撲滅に向けた緊急要請について

　

労働災害の防止につきましては、平素より格別のご協力を賜り深く感謝申し上げます。

　

長崎労働基準監督署では、第１４次労働災害防止計画（令和５年度～令和９年度）におい

て、 死傷災害を減少に転じさせることを目標として、 業種別の労働災害防止対策を推進す

ることなどに取り組んでいます。

　

しかしながら、当署管内における労働災害による死亡者数につきまして、本年１月から

５

　

月までの間に

　

４

　

人の尊い命が失われたことにより、 既に昨年 １ 年間の死亡者数

　

４

　

人

に並び、仮にこのままの傾向で推移した場合には平成

　

２６

　

年以降最多となり、極めて憂慮

すべき事態となっております。

　

このため、当署では、 死亡災害多発に伴う緊急対策として、 労働災害防止団体等への労

働災害防止の取り組み強化にかかる要請、建設工事現場への合同の安全パトロールの実施

及び労働災害防止を主眼とした個別指導の集中的な実施の３つの取り組みを行うこととし

ました。

　

つきましては、 貴職におかれましても、労働災害防止対策等が労働者一人ひとりに浸透

するよう、別添のリーフレット等を活用し、 傘下の会員事業場等の関係者に対し周知の徹

底を図っていただきますようお願い申し上げます。

　

なお、貴職で行った取組みにつきまして、別紙「「職場における死亡災害撲滅に向けた緊

急要請について」に対する取組状況」により、令和６年７月２６日（金）までに報告いただ

きますようお願いいたします。
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Ｉ ６，１

男
建造中のケミカルタン力一のタンク底部に倒

れている被災者を発見し、その後死亡を確認した
もの。発見時の状況から、タンク内の昇降設備か

ら約１２ｍ墜落したものと推測される。
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建造中のケミカルタンカーのタンク内で溶接
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岸壁において、船舶の汚水を汚水処理船に受け
入れ、汚水処理船で処理を行っていた労働者 （２
名）が、汚水処理槽内に入り死亡したもの （硫化
水素中毒の疑い）。
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